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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスに冗長な電力を供給するためのシステム（１００）であって、
　電力を供給する第１の電力モジュール（１０８）と、第１の電源ユニットの第１および
第２の送信器ならびに第１の電源ユニットの第１および第２の受信器を含む第１の通信モ
ジュール（１１０）とを含む第１の電源ユニット（１０４）であって、前記第１の電力モ
ジュール（１０８）が入力ライン（１３０、１３２）へ選択的に接続可能である第１の電
源ユニット（１０４）と、
　前記入力ライン（１３０、１３２）へ選択的に接続可能であって電力を供給する第２の
電力モジュール（１１２）と、前記第１の通信モジュール（１１０）に結合された第２の
通信モジュール（１１４）であって、第２の電源ユニットの第１および第２の送信器なら
びに第１の電源ユニットの第１および第２の送信器にそれぞれ結合された第２の電源ユニ
ットの第１および第２の受信器を含む第２の通信モジュール（１１４）と、
を含む第２の電源ユニット（１０６）とを備えるシステム（１００）において、
　前記第１の電源ユニット（１０４）が、前記第１および第２の第１の送信器の両方で伝
送し、前記第２の電源ユニット（１０６）が、前記第１の電源ユニットの第１および第２
の送信器の両方からの信号が前記第２の電源ユニットの第１および第２の受信器によって
受け取られない場合、前記デバイスに電力を供給するように構成され、
　前記信号が、前記第１の電源ユニットの優先順位を示す信号である、
システム（１００）。
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【請求項２】
　前記入力ラインへ選択的に接続可能であって交流電力を供給する第３の電力モジュール
と、前記第１の通信モジュールおよび前記第２の通信モジュールに結合された第３の通信
モジュールとを含む第３の電源ユニットをさらに備え、
　前記第１の電源ユニット、前記第２の電源ユニット、または前記第３の電源ユニットの
うちの１つだけが、所定の時間に前記入力ライン（１３０、１３２）へ結合される、
請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項３】
　前記第１の電力モジュール（１０８）および前記第２の電力モジュール（１１２）が、
どちらもその電力モジュール自体を入力ライン（１３０、１３２）に選択的に結合するス
イッチユニット（２１１、２２１）を含む、請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項４】
　前記第１の電源ユニット（１０４）および前記第２の電源ユニット（１０６）のうち一
方が１次電源ユニットに指定され、前記１次電源ユニットの前記スイッチユニット（２１
１）が、前記１次電源ユニットを前記入力ライン（１３０、１３２）に電気的に結合する
、請求項３に記載のシステム（１００）。
【請求項５】
　前記第１の電源ユニット（１０４）および前記第２の電源ユニット（１０６）の他方な
らびにその前記スイッチユニット（２１１）が、それと入力ライン（１３０、１３２）が
電気的に結合されるのを防ぐ、請求項４に記載のシステム（１００）。
【請求項６】
　前記第１の電力モジュール（１０８）が、
　交流（ＡＣ）電源と、
　前記入力ライン（１３０、１３２）に結合された第１のスイッチユニット（２１１）と
、
　前記交流電源（２０２）と前記第１のスイッチユニット（２１１）の間に結合された入
力電力ライン（２１３）の第１の組と、
をさらに含む、請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項７】
　前記第１の電力モジュールが、
　前記第１の電源ユニット（１０４）の動作条件に基づいて、前記第１のスイッチユニッ
ト（２１１）によって前記交流電源（２０２）を前記入力ライン（１３０、１３２）に対
して電気的に結合するかまたは切り離すように構成された第１の制御ユニット（２０８）
をさらに含む、請求項６に記載のシステム（１００）。
【請求項８】
　前記動作条件が、前記入力電力ライン（２１３）の電圧、前記入力電力ライン（２１３
）の電流、および前記第１の電源ユニット（１０４）が１次電源ユニットかどうかという
ことのうち１つ以上を含む、請求項７に記載のシステム（１００）。
【請求項９】
　前記第１の電源ユニット（１０４）が、前記１次に指定され、前記１次であることを示
す信号を伝送し、所与の速度で使用可能である請求項１に記載のシステム（１００）。
【請求項１０】
　前記第２の電源ユニット（１０６）が、前記第１の電源ユニットが信号を伝送できない
とき、前記１次になるように構成される、請求項９に記載のシステム（１００）。
                                                                      
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される内容は、デバイスに電力を供給すること、具体的には冗長な電力
を供給することに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　いくつかのタイプのデバイスは、適切な動作を保証するのに、冗長な電源の電力を必要
とする。例えば、対象の直線状の変位を測定するのに使用されている線形可変差動変圧器
（ＬＶＤＴ）の場合を考える。ＬＶＤＴは、一般にコアのまわりにエンドツーエンドで設
置された３つのコイルを含む。中心コイルは１次巻線であり、他の２つのコイルは２次巻
線として働く。コアは、一般に円筒状の強磁性コアであって、位置を測定する対象に取り
付けられている。
【０００３】
　作動中、１次巻線に交流電流が流され、各２次巻線には１次巻線との相互インダクタン
スに比例した電圧が誘起される。コアが移動するとき、これらの相互インダクタンスが変
化して、その結果、２次巻線に誘起される電圧が変化する。両巻線に誘起された電圧の差
に基づいて、ロッドの位置、したがって対象の位置を測定することができる。
【０００４】
　電力がＬＶＤＴに供給されない場合、ＬＶＤＴは、対象がその可能な終端位置のうちの
１つにあることを示す読取り値を示すことになる。このような表示により、例えば、シス
テム内の他の要素が、対象が運転停止するべき位置にあるときの保護措置を取る可能性が
ある。小さな操業については、このような運転停止は過度の問題にはなり得ない。一方、
ＬＶＤＴがタービン内の対象の位置を測定している場合を考える。ＬＶＤＴへの電力が失
われると、タービンが運転停止する恐れがある。このような運転停止は、発電所が所定の
時間にその出力要件を満たすことができないことを意味する可能性がある。
【０００５】
　ＬＶＤＴが説明されてきたが、あらゆるタイプのセンサが前述の問題に遭遇する可能性
があることが理解されるはずである。また、センサ以外のデバイスも、電力が途絶される
と、無効な情報または誤解を招く恐れのある情報をもたらす余地がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７７７９１９３号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の一態様によれば、デバイスに冗長な電力を供給するためのシステムが開示され
る。この実施形態のシステムは、第１の電源ユニットを含み、第１の電源ユニットは、電
力を供給する第１の電力モジュールと、第１の電源ユニットの第１および第２の送信器な
らびに第１の電源ユニットの第１および第２の受信器を含む第１の通信モジュールとを含
み、第１の電力モジュールは入力ラインへ選択的に接続可能である。このシステムは、第
２の電源ユニットも含み、第２の電源ユニットは、入力ラインへ選択的に接続可能であっ
て電力を供給する第２の電力モジュールと、第１の通信モジュールに結合された第２の通
信モジュールであって、第２の電源ユニットの第１および第２の送信器ならびに第２の電
源ユニットの第１および第２の送信器にそれぞれ結合された第２の電源ユニットの第１お
よび第２の受信器を含む第２の通信モジュールとを含む。この実施形態では、第１の電源
ユニットは第１および第２の第１の送信器の両方で伝送し、第２の電源は、第１の電源ユ
ニットの第１および第２の送信器の両方からの信号が第２の電源ユニットの第１および第
２の受信器によって受け取られない場合、デバイスに電力を供給するように構成される。
【０００８】
　別の態様によれば、デバイスに冗長な電力を供給するためのシステムが開示される。こ
のシステムは、第１の電源ユニットを含み、第１の電源ユニットは、電力を供給する第１
の電力モジュールと、第１の電源ユニットの第１および第２の送信器ならびに第１の電源
ユニットの第１および第２の受信器を含む第１の通信モジュールとを含み、第１の電力モ
ジュールは入力ラインへ選択的に接続可能である。このシステムは、第２の電源ユニット
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も含み、第２の電源ユニットは、入力ラインへ選択的に接続可能であって電力を供給する
第２の電力モジュールと、第１の通信モジュールに結合された第２の通信モジュールであ
って、第２の電源ユニットの第１および第２の送信器ならびに第２の電源ユニットの第１
および第２の送信器にそれぞれ結合された第２の電源ユニットの第１および第２の受信器
を含む第２の通信モジュールとを含む。この態様では、第１の電源ユニットは、第１の電
源ユニットがデバイスに電力を供給することができないことを示す信号を第２の電源ユニ
ットに伝送し、第２の電源ユニットは、この信号を受け取った後に電力を供給するように
構成される。
【０００９】
　これらおよび他の利点および特徴は、以下の説明を図面とともに解釈することから、よ
り明らかになるであろう。
【００１０】
　本発明と見なされる内容は、本明細書の結びで特許請求の範囲において、詳細に指摘さ
れ、明確に請求される。本発明の上記および他の特徴および利点は、以下の詳細な説明を
添付図面とともに解釈することから明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】監視デバイスに結合された２つの電源ユニットを含むシステムのブロック図であ
る。
【図２】２つの電源ユニットの電力モジュールをより詳細に示すブロック図である。
【図３】２つの電源ユニットの通信モジュールをより詳細に示すブロック図である。
【図４】監視デバイスに結合された複数の電源ユニットを示す図である。
【図５】一実施形態による方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　詳細な説明は、本発明の実施形態を、図面を参照しながら利点および特徴とともに一例
として説明する。
【００１３】
　図１は、一実施形態によるシステム１００の実施形態を示すブロック図である。この実
施形態のシステム１００は、監視デバイス１０３に電力を供給する電源１０２を含む。一
実施形態では、監視デバイス１０３はセンサである。センサ以外の素子が電源１０２から
電力を受け取ってよいことが理解されるはずである。一実施形態では、センサ１０３はＬ
ＶＤＴである。別の実施形態では、センサは、位置に基づいて別の磁気抵抗値を供給する
ように構成され、本明細書ではＬＶＤＲと称されるものとする。
【００１４】
　図１に示された電源１０２は、第１の電源ユニット１０４および第２の電源ユニット１
０６を含む。第１の電源ユニット１０４および第２の電源ユニット１０６は、どちらも監
視デバイス１０３を動作させるように電力を供給することができる。具体的には、第１の
電源ユニット１０４が第１の電力モジュール１０８を含み、第２の電源ユニット１０６が
第２の電力モジュール１１２を含み、これらは電力を生成する。一実施形態では、第１の
電力モジュール１０８および第２の電力モジュール１１２は、どちらもプラスの入力ライ
ン１３０とマイナスの入力ライン１３２の間に交流電圧を供給する。
【００１５】
　電源ユニット１０４および１０６が監視デバイス１０３に交流電力を供給するので、所
与の瞬間では、そのうちの１つだけが監視デバイス１０３に電力を供給することが理解さ
れるはずである。そうでなければ、電源ユニット１０４と１０６の間の位相変動により、
監視デバイス１０３に供給される電圧は、時間が経つにつれて変動する可能性がある。そ
のため、一実施形態では、第１の電源ユニット１０４と第２の電源ユニット１０６のうち
１つだけが、任意の特定の時間に監視デバイス１０３に電力を供給する。この目的のため
に、一実施形態では、第１の電源ユニット１０４および第２の電源ユニット１０６は、任
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意の所与の時間に第１の電源ユニット１０４と第２の電源ユニット１０６のどちらが監視
デバイス１０３に電力を供給するか判断するための制御ユニットまたは他の手段を含んで
いる。第１の電源ユニット１０４と第２の電源ユニット１０６のどちらが電力を供給する
か判断するための判定プロセスが、以下でより詳細に説明される。
【００１６】
　所与の瞬間に第１の電源ユニット１０４と第２の電源ユニット１０６のどちらが電力を
供給するべきか判定するために、第１の電源ユニット１０４が第１の通信モジュール１１
０を含み、第２の電源ユニット１０６が第２の通信モジュール１１４を含む。第１の通信
モジュール１１０および第２の通信モジュール１１４により、第１の電源ユニット１０４
と第２の電源ユニット１０６は互いに通信することができる。一実施形態では、通信は双
方向である。もちろん、通信は、第１の電源ユニット１０４から第２の電源ユニット１０
６へのものに限定され得て、またはその逆方向に限定され得る。第１の電源ユニット１０
４と第２の電源ユニット１０６の間の通信には、例えば、どちらのユニットが１次ユニッ
トであるかという情報およびユニットの動作条件に関する情報が含まれる。
【００１７】
　図１には、２つの電源ユニット１０４および１０６だけが示されている。一実施形態で
は、電源１０２が、２つより多くの電源ユニットを含み得ることが理解されるはずである
。例えば、一実施形態によれば、電源１０２は、監視デバイス１０３に結合された３つ以
上の電源ユニットを含む。
【００１８】
　図２は、図１の第１の電源ユニット１０４および第２の電源ユニット１０６のより詳細
な描写を示す。具体的には、第１の電源ユニット１０４は第１の電力モジュール１０８を
含む。第１の電力モジュール１０８は、第１の交流電源２０２を含む。第１の交流電源２
０２は、一実施形態では交流電流を供給することができ、別の実施形態では交流電圧を供
給することができる。一実施形態では、第１の交流電源２０２はインバータである。
【００１９】
　第１の電力モジュール１０８は、入力電力ライン２１３の第１の組の電流を測定する第
１の電流モニタ２０４および電圧を測定する第１の電圧モニタ２０６を含む。入力電力ラ
イン２１３の第１の組は、交流電源２０２に結合されている。測定された電流および電圧
の値は、第１の制御ユニット２０８に供給される。
【００２０】
　一般に、第１の制御ユニット２０８は、第１の電力モジュール１０８の動作を制御する
。また、第１の制御ユニット２０８は、第１の通信モジュール１１０との間で情報を送受
する。第１の制御ユニット２０８によって第１の通信モジュール１１０に供給される情報
には、第１の電力モジュール１０８に関する運転状態の情報が含まれる。運転状態の情報
には、第１の電力モジュール１０８が監視デバイス１０３に電力を供給しているかどうか
といった情報ならびに他の作動状態の情報が含まれる。第１の通信モジュール１１０から
受け取られる情報には、他の電源ユニット（例えば第２の電源ユニット１０６）に関する
運転状態の情報が含まれる。この情報には、例えば、もう一方の電源ユニットが監視デバ
イス１０３に電力を供給しているかどうか、といったことが含まれる。
【００２１】
　第１の制御ユニット２０８は、第１の通信モジュール１１０から受け取った情報に基づ
いて、また、場合によっては第１の電流モニタ２０４によって測定された電流および第１
の電圧モニタ２０６によって測定された電圧に基づいて、第１の電力モジュール１０８が
監視デバイス１０３に電力を供給するべきかどうか判断する。そうであれば、第１のスイ
ッチコントローラ２１０が設けられていて、第１のスイッチユニット２１１に１つまたは
複数の個々のスイッチ（２１１ａ、２１１ｂ）を電気的に閉じさせるか、そうでなければ
交流電源２０２を入力ライン１３０および１３２に結合させる。このような場合、第１の
通信モジュール１１０は、他の電源ユニットに、第１の電源ユニット１０４が監視デバイ
ス１０３に電力を供給しているという指標を通信する。電源ユニットは、電力を供給して
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いる場合、「１次電源ユニット」または単に「１次」と称される。そうでなければ、電源
ユニットはバックアップユニットである。
【００２２】
　第１の電源ユニット１０４に類似して、第２の電源ユニット１０６は第２の電力モジュ
ール１１２を含む。第２の電力モジュール１１２は、第２の交流電源２１２を含む。第２
の交流電源２１２は、第１の交流電源２０２と実質的に同じタイプの電力で同じ電力量を
供給する。もちろん、第１の交流電源２０２と第２の交流電源２１２は、互いに異なる位
相を有することができる。一実施形態では、第２の交流電源２１２はインバータである。
【００２３】
　第２の電力モジュール１１２はまた、入力電力ライン２１５の第２の組の電流を測定す
る第２の電流モニタ２１４および電圧を測定する第２の電圧モニタ２１６を含む。測定さ
れた電流および電圧の値は、第２の制御ユニット２１８に供給される。
【００２４】
　一般に、第２の制御ユニット２１８は、第２の電力モジュール１１２の動作を制御する
。また、第２の制御ユニット２１８は、第２の通信モジュール１１４との間で情報を送受
する。第２の制御ユニット２１８によって第２の通信モジュール１１４に供給される情報
には、第２の電力モジュール１１２に関する運転状態の情報が含まれる。運転状態の情報
には、第２の電力モジュール１１２が監視デバイス１０３に電力を供給しているかどうか
といった情報ならびに他の作動状態の情報が含まれる。第２の通信モジュール１１４から
受け取られる情報には、他の電源ユニット（例えば第１の電源ユニット１０４）に関する
運転状態の情報が含まれる。この情報には、例えば、もう一方の電源ユニットが監視デバ
イス１０３に電力を供給しているかどうか（すなわち、もう一方の電源ユニットが「１次
」であるかどうか）、といったことが含まれる。一実施形態では、第１の制御ユニット２
０８および第２の制御ユニット２１８は、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）で形成される。
【００２５】
　第２の制御ユニット２１８は、第２の通信モジュール１１４から受け取った情報に基づ
いて、また、場合によっては第２の電流モニタ２１４によって測定された電流および第２
の電圧モニタ２１６によって測定された電圧に基づいて、第２の電力モジュール１１２が
監視デバイス１０３に電力を供給するべきかどうか判断する。そうであれば、第２のスイ
ッチコントローラ２２０が設けられていて、第２のスイッチユニット２２１に１つまたは
複数の個々のスイッチ（２２１ａ、２２１ｂ）を電気的に閉じさせるか、そうでなければ
第２の交流電源２１２を入力ライン１３０および１３２に結合させる。
【００２６】
　図３は、図１の第１の電源ユニット１０４および第２の電源ユニット１０６のより詳細
な描写を示す。以前と同様に、第１の電源ユニット１０４が第１の電力モジュール１０８
を含み、第２の電源ユニット１０６が第２の電力モジュール１１２を含む。この図面では
、第１の通信モジュール１１０および第２の通信モジュール１１４が、図１より詳細に示
されている。
【００２７】
　第１の通信モジュール１１０は、第１の通信コントローラ３０２を含む。第１の通信コ
ントローラ３０２は、第１の電力モジュール１０８との間で情報を送受する。また、第１
の通信コントローラ３０２は、１つまたは複数の第１の送信器３０４によって外部位置へ
情報を伝送し、第１の受信器によって外部位置から情報を受け取る。
【００２８】
　示されるように、第１の送信器３０４は、第１および第２の第１の送信器３０４ａ、３
０４ｂをそれぞれ含む。このことが、冗長な送信能力をもたらす。また、示されるように
、第１の受信器３０６は、それぞれが第１および第２の第１の受信器を含む。このことが
、冗長な受信能力をもたらす。
【００２９】
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　第２の通信モジュール１１４は、第２の通信コントローラ３１２を含む。第２の通信コ
ントローラ３１２は、第２の電力モジュール１１２との間で情報を送受する。また、第２
の通信コントローラ３１２は、１つまたは複数の第２の送信器３１６によって外部位置へ
情報を伝送し、第２の受信器３１４によって外部位置から情報を受け取る。
【００３０】
　示されるように、第２の送信器３１６は第１の受信器３０６に結合され、第２の受信器
３１４は第１の送信器３０４に結合される。このように、第１の通信モジュール１１０か
ら第２の通信モジュール１１４に２つの送信リンクが供給され、第２の通信モジュール１
１４から第１の通信モジュール１１０に２つの受信リンクが供給される。このように、第
１の通信モジュール１１０と第２の通信モジュール１１４の間に冗長な通信機構が設けら
れる。
【００３１】
　図４は、監視デバイス１０３に結合された複数の電源ユニット４０２、４０４、４０６
を含むシステム１００のブロック図を示す。もちろん、任意数の電源ユニットが設けられ
得ることが理解されるはずである。示されるように、各電源ユニット４０２、４０４、４
０６は、すべての他の電源ユニット４０２、４０４、４０６と通信している。具体的には
、第１の通信リンク４０８が電源ユニット４０２を電源ユニット４０４に結合し、第２の
通信リンク４１０が電源ユニット４０４を電源ユニット４０６に結合し、第３の通信リン
ク４１２が電源ユニット４０２を電源ユニット４０６に結合する。示されるように、電源
ユニットの数は３つに限定されない。また、通信リンク４０８、４１０、４１２が、それ
ぞれ冗長な双方向通信に対応し得ることが理解されるはずである。
【００３２】
　一実施形態では、各電源ユニット４０２、４０４、４０６が、３つの別々の格付けのう
ちの１つを与えられる。便宜上、本明細書ではこれらの格付けはＲ、Ｓ、およびＴと称さ
れるものとする。優先順位では、ＲがＳより上であり、ＳがＴより上である。一実施形態
では、動作中に、各電源ユニット４０２、４０４、４０６が、他の電源ユニットのすべて
にデータメッセージパケットを一定速度で伝送する。一実施形態では、一定速度は、１ミ
リ秒当たり１回であるが、他の期間も用いることができる。一実施形態では、各データパ
ケットには、電源ユニットの格付け、切換えフラグ、および伝送している電源ユニットが
１次かどうかの指標が含まれる。
【００３３】
　上記で論じられたように、任意の所与の時間で、１つの電源ユニットだけが監視デバイ
ス１０３に電力を供給する。そのため、本発明の実施形態は、所与の瞬間にどの電源ユニ
ットが監視デバイス１０３に電力を供給するべきかという判断に向けられる。一般に、現
在電力を供給している電源ユニットは、もはや電力を供給できなくなるか、または他の電
源と通信することができなくなるまで電力供給を続けることになる。１次電源が電力供給
を続けることができなくなると、１次電源によって伝送される切換えフラグが、このこと
を示すように設定される。いずれの故障例でも、他の電源ユニットが順位を与えられてい
て、次いで、次に順位の高い電源ユニットが１次になって電力を供給する。このように、
冗長な電源が提供される。
【００３４】
　図５は、電源ユニットの電源がオンになるときに実施される方法を示す流れ図である。
一般に、図５に示された方法は、オンラインに持って来られる電源が１次であるかどうか
判断して、そうであれば、この電源が電力を供給することができる。そうでなければ、こ
の電源は、少なくとも最初は監視デバイスに電力を供給しない。
【００３５】
　ブロック５０２で、電源ユニットがオンラインに持って来られる。ブロック５０４で、
電源ユニットは、あらかじめ設定された期間を待ち、他の有効な電力供給ユニットから通
信を受け取る。一実施形態では、あらかじめ設定された時間は、電源ユニットが使用可能
であると見なされてから１．５ミリ秒である。この期間によって、電源ユニットが、他の
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すべての有効な電力供給ユニットからメッセージを受け取る機会が保証される。
【００３６】
　ブロック５０６で、電源ユニットは、受け取ったメッセージのなかに別の電源ユニット
が１次であることを示すものがあるかどうか判断する。それであれば、電源ユニットは、
ブロック５０８によって示されるようにバックアップ状態になる。すなわち、この電源は
１次ではなく、したがって監視デバイスに電力を供給しない。
【００３７】
　そうでなければ、処理はブロック５１０へ移る。ブロック５１０で、電源ユニットがＲ
電源ユニットであるかどうか判断される。それであれば、既にブロック５１２で他の電源
ユニットは１次ではないと判断されているので、この電源ユニットが１次に指定される。
そうでなければ、ブロック５１４で、電源ユニットがＳ電源ユニットであるかどうか判断
される。そうであれば、ブロック５１６で、この電源ユニットにＲ電源ユニットが接続さ
れているかどうか（ブロック５０４で受け取った通信に基づいて）判断される。この電源
ユニットにＲ電源ユニットが接続されていない場合、ブロック５１２でこのＳ電源ユニッ
トが１次に指定される。そうでなければ、この電源ユニットは、ブロック５０８で示され
るようにバックアップ状態に入る。この電源ユニットは、Ｓ電源ユニットでなければＴ電
源ユニットに違いない。したがって、ブロック５１８で、ＳまたはＲの電源ユニットが存
在すると判断された場合、この電源ユニットは、ブロック５０８で示されるようにバック
アップ状態に入る。そうでなければ、この電源ユニットは、ブロック５１２で１次と指定
される。ブロック５１０、５１４、５１６および５１８のプロセスは、まとめて優先争い
解決プロセスと称され得ることが理解されるはずである。
【００３８】
　もちろん、前述のように、この電源ユニットは、ブロック５０８または５１２のいずれ
かから移行されるような何らかの変化があるまで、これらのブロックのいずれかにとどま
ることになる。例えば、この電源ユニットが１次であって動作不能になると、切換えフラ
グを設定することによって、そのことを示すことができる。これによって、一実施形態で
は、他の電源ユニットが優先争い解決プロセスに入る。
【００３９】
　本発明を、限定された数の実施形態だけに関連して詳細に説明してきたが、本発明がそ
のような開示された実施形態に限定されないことが容易に理解されるはずである。むしろ
、本発明はこれまでに説明されていない任意数の変形形態、変更形態、代替形態または同
等な機構を組み込むように変更することができるが、それらは本発明の趣旨および範囲と
相応するものである。さらに、本発明の様々な実施形態を説明してきたが、本発明の諸態
様が、説明された実施形態のうちのいくつかしか含まないことがあることを理解されたい
。したがって、本発明は、前述の説明によって限定されるものと見なされるべきでなく、
添付の特許請求の範囲の適用範囲によってのみ限定される。
【符号の説明】
【００４０】
　１００　システム
　１０２　電源
　１０３　監視デバイス
　１０４　第１の電源ユニット
　１０６　第２の電源ユニット
　１０８　第１の電源モジュール
　１１０　第１の通信モジュール
　１１２　第２の電源モジュール
　１１４　第２の通信モジュール
　１３０　入力ライン
　１３２　入力ライン
　２０２　第１の交流電源
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　２０４　第１の電流モニタ
　２０６　第１の電圧モニタ
　２０８　第１の制御ユニット
　２１０　第１のスイッチコントローラ
　２１１　第１のスイッチユニット
　２１１ａ　個々のスイッチ
　２１１ｂ　個々のスイッチ
　２１２　第２の交流電源
　２１３　入力電力ラインの第１の組
　２１４　第２の電流モニタ
　２１５　入力電力ラインの第２の組
　２１６　第２の電圧モニタ
　２１８　第２の制御ユニット
　２２０　第２のスイッチコントローラ
　２２１　第２のスイッチユニット
　２２１ａ　個々のスイッチ
　２２１ｂ　個々のスイッチ
　３０２　第１の通信コントローラ
　３０４　第１の送信器
　３０４ａ　第１の第１の送信器
　３０４ｂ　第２の第１の送信器
　３０６　第１の受信器
　３１２　第２の通信コントローラ
　３１４　第２の受信器
　３１６　第２の送信器
　４０２　電源ユニット
　４０４　電源ユニット
　４０６　電源ユニット
　４０８　第１の通信リンク
　４１０　第２の通信リンク
　４１２　第３の通信リンク
　５０２　ブロック
　５０４　ブロック
　５０６　ブロック
　５０８　ブロック
　５１０　ブロック
　５１２　ブロック
　５１４　ブロック
　５１６　ブロック
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